
YES

NO主に砂礫層、砂層を
介在する地盤

YES

NO 砂礫層を主体
とする地盤

YES

NO

YES

NO砂礫層で
N値50以上の層厚が
50％以上

YES

NON値30以上の
層が削孔長に対して
30％以上

N値50以上の
砂層（砂礫層）が削孔長に
対して30％以上

YES

NO
削孔長25ｍ以上

NO

YES削孔深度25ｍ以深
の土層に対しN値50以上の
砂層（砂礫層）が
50％以上

NO

YES主に土丹層を
介在する地盤

YES

YES

YES

NO

NO

NO

土丹層の削孔長
が15ｍ以上

YES

土丹層の削孔長
が5ｍ以上

NO

砂分の含有割合
30％以下

一軸圧縮強度が
3.0N／mm2以上

YES

NO砂礫層の削孔長
に対する割合
30％以上

YES

NO
礫径が35mm以上

YES

NO 砂層（砂礫層）
の削孔長に対する割合が
45％以上

砂礫層の
削孔長に対する
割合が50％以上

YES

NO
細粒分が20％以上

YES

NO

先行削孔併用方式
120,150HP使用

地盤条件の整理

注）砂礫層が介在する
　　場合は砂層を砂礫
　　層に含める。

連続方式
120HP使用

連続方式
150HP使用

YES

NO
礫径30cm以下

NO

YES礫径50cm以下
混入率10%以下

NO

YES
礫径50cm以上

YES

NO
混入率30%以下

注）混入率は礫径 30 cm 以上
　　の礫層に対する値とする。

ケーシング回転掘削工法による置換
＋

連続方式120HP使用

ドーナツオーガ工法
＋

連続方式150HP使用

注）細粒分は粒度75μm
　　以下（砂層砂礫層対象）

注）礫径はボーリング柱
　　状図記事の径とする。

砂層のみを
介在する地盤

YES

NO
注）土丹層には硬質
　　粘土層を含む。

注）下記の選定フローは施工実績を基に作成したものであり、
　　　当該現場の土質条件に特異性のある場合は、試験工事等に　
　　より施工方法を選定する必要がある。　　　　　　　　　

YES

NO

N値50以上の
砂礫層が6.5ｍ以上

　550ＳＭＷ造壁方式・アースオーガー選定フロー


